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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期

第２四半期
累計期間

第17期
第２四半期
累計期間

第16期

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年６月30日

自 2020年１月１日
至 2020年６月30日

自 2019年１月１日
至 2019年12月31日

売上高 (千円) 853,438 1,154,624 1,815,079

経常利益 (千円) 56,602 226,398 62,343

四半期純利益 (千円) 46,407 227,583 61,421

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 914,138 1,374,906 1,358,138

発行済株式総数 (株) 36,000,000 36,624,337 36,600,000

純資産額 (千円) 575,459 1,739,551 1,478,473

総資産額 (千円) 1,079,831 2,407,187 2,008,982

１株当たり四半期純利益 (円) 1.29 6.22 1.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 5.73 1.66

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 53.3 72.3 73.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 58,117 259,719 98,376

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △39,308 △77,039 △48,781

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) － △72 870,885

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 630,096 1,714,376 1,531,768
 

　

回次
第16期

第２四半期
会計期間

第17期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 0.71 3.69
 

(注) １．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．2019年６月19日付けで当社株式１株につき200株の割合で株式分割を行っておりますが、第16期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利

益を算定しております。

４．第16期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、当社株式は2019年６月30日時点においては非上場であり期中平均株価が把握できないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益を記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響については、今後の推移状況を注視してまいります。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間において、継続的な事業成長の実現に向け、引き続き新規顧客獲得に向けた営業活動の

強化、Webマーケティング活動の強化、既存サービスの機能強化に積極的に取り組んでまいりました。この結果、

当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高1,154,624千円、営業利益225,261千円、経常利益226,398千円、四半

期純利益227,583千円となりました。

 

セグメント別の経営成績は次の通りです。

 
(Chatwork事業)

　Chatwork事業は、引き続き主力サービスである「Chatwork」の利点を訴求し、新たな機能追加と顧客の開拓に

努めました。以上の結果、売上高は987,946千円、セグメント利益は138,512千円となりました。

　なお当事業が当社の主力事業であり、本社機能も含めて各間接費の全てが当事業の維持・拡大のために費やさ

れていることから、間接費の全額を当事業における費用として計上しております。

(セキュリティ事業)

　セキュリティ事業については、引き続き当社としては積極的な事業拡大は行わない方針としております。但し

足許は在宅ワーク環境拡大の影響を受けた結果、売上高は166,678千円、セグメント利益は86,748千円となりまし

た。なお、当事業のセグメント利益については、前述のとおり間接費を全てChatwork事業にて計上していること

から、当事業の売上高より当事業に要した広告宣伝費、販売促進費及び業務委託費等の直接経費のみを控除した

金額を計上しております。

 
(2)財政状態の分析

(資産)

　当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べて398,205千円増加し、2,407,187千円となりまし

た。これは主に事業拡大により現金及び預金が182,607千円増加、売掛金が51,076千円増加したことによります。ま

た、第１四半期会計期間より計上しました無形固定資産が74,776千円増加したことによります。

(負債)

　当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べて137,127千円増加し、667,636千円となりまし

た。これは主に事業拡大にともなって前受金が81,080千円増加、未払金40,090千円が増加したことによります。

(純資産)

　当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて261,077千円増加し、1,739,551千円となりま

した。これは繰越利益剰余金が227,583千円増加したことによるものです。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べて182,607千円増加し、1,714,376

千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであり

ます。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは259,719千円の収入となりました。主な内訳は、税引前四半期純利益

226,398千円の計上によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)
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　投資活動によるキャッシュ・フローは、77,039千円の支出となりました。主な内訳は、無形固定資産の取得によ

る支出77,741千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは、72千円の支出となりました。主な内訳は、自己株式の取得による支出42

千円によるものであります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,624,337 36,624,337
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株であ
ります。

計 36,624,337 36,624,337 ― ―
 

（注）2020年4月15日の取締役会決議により、2020年5月15日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行を行い

　　　ました。これにより株式数は24,337株増加し、発行済株式総数は、36,624,337株となっております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
 総数増減数

 (株)

発行済株式
 総数残高
 (株)

資本金増減額
 

 (千円)

資本金残高
 

 (千円)

資本準備金
 増減額
 (千円)

資本準備金
 残高
 (千円)

2020年４月１日～
2020年６月30日

24,337 36,624,337 16,768 1,374,906 16,768 1,360,766
 

(注) 2020年５月15日を払込期日とする譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行により、発行済株式総数が

　　 24,337株、資本金及び資本準備金がそれぞれ16,768千円増加しております。
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(5) 【大株主の状況】

  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社ＥＣ ｓｔｕｄｉｏホー
ルディングス

東京都港区芝公園三丁目４番３０号 20,530,400 56.06

日本トラスティサービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 1,648,300 4.50

山本　正喜 東京都文京区 1,262,015 3.45

山口　勝幸 神奈川県三浦郡葉山町 980,007 2.68

ＧＭＯ Ｖｅｎｔｕｒｅ Ｐａｒｔ
ｎｅｒｓ４ 投資事業有限責任組
合　 無限責任組合員 ＧＭＯ Ｖ
ｅｎｔｕｒｅ Ｐａｒｔｎｅｒｓ
株式会社　

東京都渋谷区桜丘町２６番１号 869,900 2.38

日本トラスティサービス信託銀行
株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 750,000 2.05

野村信託銀行株式会社（信託口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 704,200 1.92

資産管理サービス信託銀行株式会
社（証券投資信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番１２号
晴美アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟
 

683,000 1.86

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目１１番３号 566,500 1.55

ＢＮＹ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　
ＡＣＣＯＵＮＴ 　ＪＰＲＤ 　Ａ
Ｃ　ＩＣＧ（ＦＥ－ＡＣ）
（常任代理人株式会社三菱ＵＦＪ
銀行）
 

７ＴＨ　ＦＬＯＯＲ，　１５５　ＷＥＬＬＩ
ＮＧＴＯＮ　ＳＴＲＥＥＴ　ＷＥＳＴ　ＴＯ
ＲＯＮＴＯ，　ＯＮＴＡＲＩＯ，　ＣＡＮＡ
ＤＡ，　Ｍ５Ｖ　３Ｌ３

473,810 1.29

計 ― 28,468,132 77.73
 

(注) １．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位を四捨五入しております。

　　　 ２．2020年７月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有に関する変更報告書において、アセットマネジメン

　　　　　 トＯｎｅ株式会社が2020年６月30日現在で次のとおり株式を所有している旨が記載されているものの、当社

　　　　　 として2020年６月30日時点における実質所有株数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてお

　　　　　 りません。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)
所有株式数
の割合（％）

アセットマネジメントＯｎｅ株
式会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 1,424,300 3.89
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 36,620,800
 

366,208 ―

単元未満株式 普通株式 3,537
 

― ―

発行済株式総数 36,624,337 ― ―

総株主の議決権 ― 366,208 ―
 

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第２四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 福田　升二 2020年３月31日
 

（注）福田升二は、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員に該当する社外取締役であります。

 
（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　 男性6名　女性―名（役員のうち女性の比率―％）

 
（参考情報）

当社は、執行役員制度を導入しておりますが、前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第２四半期報告書

提出日までに、次のとおり取締役を兼務しない執行役員の異動は、次のとおりであります。

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

執行役員ＣＴＯ兼開発本部長 執行役員兼開発本部長 春日　重俊 2020年７月１日

執行役員ＣＨＲＯ兼人事広報本部長 執行役員兼人事広報本部長 西尾　知一 2020年７月１日

執行役員ＣＳＯ兼事業推進本部長 執行役員兼事業推進本部長 福田　升二 2020年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2020年４月１日から2020年６月

30日まで)及び第２四半期累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年12月31日)
当第２四半期会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,531,768 1,714,376

  売掛金 145,986 197,062

  その他 112,631 150,529

  流動資産合計 1,790,386 2,061,968

 固定資産   

  有形固定資産 84,055 77,902

  無形固定資産 69 74,846

  投資その他の資産   

   その他 135,186 193,186

   貸倒引当金 △716 △716

   投資その他の資産合計 134,470 192,470

  固定資産合計 218,595 345,219

 資産合計 2,008,982 2,407,187

負債の部   

 流動負債   

  未払金 131,923 172,013

  未払費用 75,481 79,426

  未払法人税等 42,036 52,816

  前受金 210,674 291,754

  その他 70,393 71,624

  流動負債合計 530,508 667,636

 負債合計 530,508 667,636

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,358,138 1,374,906

  資本剰余金 1,343,998 1,360,766

  利益剰余金 △1,223,663 △996,080

  自己株式 － △42

  株主資本合計 1,478,473 1,739,551

 純資産合計 1,478,473 1,739,551

負債純資産合計 2,008,982 2,407,187
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 853,438 1,154,624

売上原価 323,076 304,650

売上総利益 530,361 849,973

販売費及び一般管理費 ※  474,755 ※  624,712

営業利益 55,606 225,261

営業外収益   

 受取利息 2 6

 固定資産売却益 － 1,138

 補助金収入 750 －

 雑収入 910 －

 その他 － 22

 営業外収益合計 1,664 1,166

営業外費用   

 為替差損 668 －

 株式交付費 － 30

 営業外費用合計 668 30

経常利益 56,602 226,398

税引前四半期純利益 56,602 226,398

法人税、住民税及び事業税 21,512 36,907

法人税等調整額 △11,317 △38,092

法人税等合計 10,194 △1,184

四半期純利益 46,407 227,583
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 56,602 226,398

 減価償却費 12,804 13,399

 株式報酬費用 － 1,863

 敷金および保証金償却 2,722 623

 受取利息 △2 △6

 株式交付費 － 30

 補助金収入 △750 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 716 －

 固定資産売却損益（△は益） － △1,138

 売上債権の増減額（△は増加） △12,415 △51,076

 未払金の増減額（△は減少） △46,519 36,208

 未払費用の増減額（△は減少） 4,589 3,945

 未払法人税等の増減額（△は減少） 4,040 △711

 前受金の増減額（△は減少） 40,173 81,080

 その他 1,231 △25,487

 小計 63,192 285,128

 利息の受取額 2 6

 補助金収入の受取額 750 －

 法人税等の支払額 △5,828 △25,415

 営業活動によるキャッシュ・フロー 58,117 259,719

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △26,868 △17,716

 有形固定資産の売却による収入 － 18,454

 無形固定資産の取得による支出 － △77,741

 差入保証金の差入による支出 △13,230 △36

 差入保証金の回収による収入 789 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △39,308 △77,039

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による支出 － △30

 自己株式の取得による支出 － △42

 財務活動によるキャッシュ・フロー － △72

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,808 182,607

現金及び現金同等物の期首残高 611,287 1,531,768

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  630,096 ※  1,714,376
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次の通りであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

給与手当 164,415千円 198,825千円

広告宣伝費 　　　　　　　　    76,137千円 117,322千円
 

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

　であります。

　

 
前第２四半期累計期間
 (自　2019年１月１日
　 至　2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年６月30日)

現金及び預金 630,096千円 1,714,376千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 630,096千円 1,714,376千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自　2019年１月１日　至　2019年６月30日)

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
    (単位：千円)

 

報告セグメント
合計
(注)

Chatwork事業 セキュリティ事業 計

売上高     

  外部顧客への売上高 748,140 105,297 853,438 853,438

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 748,140 105,297 853,438 853,438

セグメント利益 2,285 53,320 55,606 55,606
 

(注)１．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　２．当社における主力事業はChatwork事業であり、本社機能も含めて間接費の全てがChatwork事業の維持・拡大の

　　　　為に費やされていることから、間接費の全額をChatwork事業にて計上しております。
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当第２四半期累計期間(自　2020年１月１日 至 2020年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
合計
(注)

Chatwork事業 セキュリティ事業 計

売上高     

  外部顧客への売上高 987,946 166,678 1,154,624 1,154,624

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 987,946 166,678 1,154,624 1,154,624

セグメント利益 138,512 86,748 225,261 225,261
 

(注)１．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　２．当社における主力事業はChatwork事業であり、本社機能も含めて間接費の全てがChatwork事業の維持・拡大の

　　　　為に費やされていることから、間接費の全額をChatwork事業にて計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 2019年１月１日
 至 2019年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年６月30日)

(1)１株当たり四半期純利益 1円29銭 6円22銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 46,407 227,583

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益(千円) 46,407 227,583

 普通株式の期中平均株式数(株) 36,000,000 36,606,257

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 5円73銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 3,081,323

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当

　　　　社株式は2019年６月30日時点においては非上場であり、期中平均株価が把握できないため、潜在株式調整後１

　　　　株当たり四半期純利益金額を記載しておりません。

(注)２．当社は2019年６月19日付けで普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。期首に当該株式分割が行

　　　　われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

Ｃｈａｔｗｏｒｋ株式会社(E35124)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月14日

Ｃｈａｔｗｏｒｋ株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定責任有限社員

業務執行社員
 公認会計士 早　 稲　 田　　　宏 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中   山   太   一 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＣｈａｔｗｏｒ

ｋ株式会社の2020年１月１日から2020年12月31日までの第17期事業年度の第２四半期会計期間(2020年４月１日から2020

年６月30日まで)及び第２四半期累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、Ｃｈａｔｗｏｒｋ株式会社の2020年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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